




















































(左)18 cmザートリウス望遠鏡 (中)講演会 (右)歴史館
(石井)
飛騨天文台での開催内容
今年度の開催日は火星の大接近中と言うこともあり、約200名もの大勢の方々が飛騨天
文台を来訪されました。天候は日中はあいにく曇りがちで生の太陽を観察できた方々は限
られましたが、日没後好転し、待望の火星を大口径の望遠鏡だけでなく、複数の小型望遠
鏡なども用いて、多くの方に観望して頂くことができました。
今回の具体的な開催内容は、日中は、昨年度建設されたばかりの太陽磁場活動望遠鏡で
の迫力ある高分解能太陽全面像の観察、ドームレス太陽望遠鏡による多波長での太陽表面
の諸相の紹介、分光器による太陽スペクトルの観察デモ、フレア監視望遠鏡による最近の
太陽活動状況の紹介、東洋一の 65cm大屈折望遠鏡においては、それで撮影された写真
の展示・解説、 60cm反射望遠鏡の仕組みゃそれによる激変星観測の解説、などと言った
各観測設備を用いたセミナーに加え、食堂ホールを利用しての若手研究者による各種講演
58 
会や、手作り琴星体験教室を実施し、それらと並行して花山天文台の来台者に向けてのデ
ジタルライブ・対話型セミナーを行ないました。日没前後の時間帯にはケント紙等を用い
た手作り望遠鏡の工作とそれを用いた星空観察コーナー、手作り火星儀工作教室なども始
まり、少年少女を始めとする大勢の方々に、知的好奇心を満たす心地良さを体感して頂き
ました。そしていよいよ日没後には65cm大屈折望遠鏡と 60cm反射望遠鏡、さらに屋
上に設置した各種小型望遠鏡を用いた火星観望です。晴れ間も広がり、多くの方々に例年
よりも大きく輝く火星の表面模様等を楽しんで頂くことができました。
ところで、今年度は参加者が大変多かった事から、昨年までのように参加者を複数班
に分けて順番に引率していく形ではなく、各場所でのイベントのプログラムを予め配付し
て、参加者が自由に好きな所を見学するスタイルを飛騨では初めて採用しました。この方
法には長所も短所もありますが、今回の経験を来年度以降の一般公開の運営に活かして行
くことができればと思います。
また、今年も飛騨地区においては昨年までと同様、上宝村を始め、神岡町、高山市など
の各市町村教育委員会の皆様を中心iこ、御支援・広報等の御協力を頂き、盛況の内に催し
を終わらせることができました。御協力頂きました方々に感謝申し上げます。
(左)ドームレス太陽望遠鏡による多波長での太陽表面の諸相の紹介(右)手作り望遠鏡の
工作とそれを用いた星空観察
一一一祖
(左)60cm反射望遠鏡を用いての火星観察(右)65cm屈折望遠鏡を用いての火星観察
(上野)
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